
2008枚の笑顔で一つの世界をつつみ、一つの夢を祈る
http://www.sports.cn/ 2008-08-09 07:13:00 出所：華奥星空

華奥星空ニュース8月8日：北京オリンピック開会式が予定通り開幕した。

開会式の最後から二番目に用意された演出・・・

テーマ曲が流れると、2008枚の世界各地の子供たちの笑顔が一斉に開いた。

これは　「一つの世界、一つの夢」というオリンピックのスローガンのもと、

すばらしき未来と北京オリンピックの成功を祈る世界の人々の願いを表している。

この子供たちの写真の多くは、北京オリンピック開会式の芸術顧問である水谷孝次さん

（57）の提供によるもので、水谷さんが23の国と地域を回って撮影したもの。

人の笑顔を使った大規模なイベントが初めて開かれたのは2005年の愛知科学万博。

水谷さんは博覧会会場の外で「愛、地球広場」と題した大型写真展を開き、

肌の色や人種が異なる世界各地の人々の笑顔をスクリーンに映し出し、

世界の未来への希望を表現した。

2007年、水谷孝次さんは北京オリンピック開会式の総監督を務める張芸謀監督と

意見交換し、世界各地の子供たちの笑顔を使いたいという張監督のアイデアを聞き、

水谷さん自身が撮影した1644枚の子供たちの笑顔を開会式に無償で提供した。

開会式で多くの子供たちの笑顔が使われるというアイデアは秘密ではなかったが、

オリンピックの会場で世界の「笑顔」展が瞬時にして現われたとき、

ようやくその謎が解けたようだ。（ポール）


